
入 札 公 告

次のとおり一般競争入札に付します。

令和７年２月１０日

経理責任者

独立行政法人国立病院機構新潟病院長

中 島 孝

１．入札に付する事項

（１）契約件名 令和７年度 濃厚流動食購入契約

（２）調達品目 別紙「調達品目内訳書」のとおり

及び数量

（３）契約期間 令和７年４月１日～令和８年３月３１日

（３）納品場所 独立行政法人国立病院機構新潟病院

（４）入札方法 （２）の品目ごとにそれぞれ入札に付する。入札金額については、

（２）の調達品目ごとにそれぞれの単価（調達品目の本体価格のほ

か、納入に要する一切の諸経費を含む）を記入すること。

なお、落札決定にあたっては、入札書に記載された金額に当該金

額の８％に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数

があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって

落札価格とするので、入札者は、消費税に係る課税事業者であるか

免税事業者であるかを問わず、見積もった契約金額の１０８分の１

００に相当する金額を入札書に記載すること。

（５）その他 単価契約とする。

２．競争参加資格

（１）次の事項に該当する者は、競争に参加する資格を有さない。

① 特別な理由がある場合を除き、契約を締結する能力を有しない者、破産者で

復権を得ない者及び、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成

３年法律第７７号）第３２条第１項に掲げる者。

なお、未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必

要な同意を得ている者は、特別の理由がある場合に該当する。

② 次の各号のいずれかに該当すると認められる者で、その事実があった後一定

期間経過していない者。これを代理人、支配人その他の使用人として使用する

者についても同様とする。

なお、期間等については独立行政法人国立病院機構の理事長から発出した契

約指名停止等措置要領に基づく指名停止期間等を適用する。

（ア）契約履行に当たり、故意に工事、製造その他の役務を粗雑に行い、又は物

件の品質若しくは数量に関して不正の行為をした者。

（イ）公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し、若しくは不正な利益

を得るための連合をした者。

（ウ）落札者が契約を結ぶこと又は契約者が履行することを妨げた者。

（エ）監督又は検査の実施に当たり職員及び経理責任者が委託した者の職務の執

行を妨げた者。

（オ）正当な理由なく契約を履行しなかった者。

（カ）契約により、契約の後に代価の額を確定する場合において、当該代価の請

求を故意に虚偽の事実に基づき過大な額で行った者。



（キ）前各号のいずれかに該当する事実があった後２年を経過しない者を契約の

履行に当たり、代理人、支配人その他の使用人として使用した者。

（ク）前各号に類する行為を行なった者。

（２）次の事項に該当する業者は、競争に参加させないことがある。

（ア）資格審査申請書又は添付書類に虚偽の事項を記載した者。

（イ）経営の状況又は信用度が極度に悪化している者。

（３）令和７・８・９年度資格審査結果（全省庁統一資格）において、関東・甲信越

地域における「物品の販売」のＡ・Ｂ・Ｃいずれかの等級に格付けされているこ

と。

３．入札書の提出場所等

（１）入札書の提出場所、入札書の提出場所、契約事項を示す場所

〒９４５－８５８５

新潟県柏崎市赤坂町３－５２

独立行政法人国立病院機構新潟病院 企画課 契約係

TEL ０２５７－３０－８６４１
（２）入札書の受領期限 令和７年２月２８日 ９時００分必着

（３）開札日時・場所 令和７年２月２８日１０時００分

独立行政法人国立病院機構新潟病院 西５階会議室

４．その他

（１）契約手続きで使用する言語及び通貨 日本語及び日本国通貨

（２）入札保証金及び契約保証金 免除

（３）入札の無効

次の入札書については無効となるものとする。

①等級決定通知書又は登録通知書の写しが指定した等級以外のものであるもの

②入札年月日、法人名称、住所（支店・営業所の場合は同名称・住所）、代表者

職氏名の記載漏れ、誤り及び代表者の押印のないもの

③入札金額が訂正してあるもの及び不正確なもの

④複数の入札書を提出した場合は当該入札の全部

⑤入札書の積算に誤りがあるもの

（４）交渉権者及び契約価格の決定

提出された有効な入札書のうち、作成された予定価格の制限の範囲内の価格

をもって入札を行なった者を交渉権者とし、交渉権者が複数の場合は、申込みをし

た価格に基づく交渉順位を付するものとする。ただし、第一順位の交渉権者（以下

「第一交渉権者」という。）の申込みの価格が契約の内容に適した履行がなされない

おそれがあると認められるとき、又はその者と契約を締結することが公正な取引の

秩序を乱すこととなるおそれがある場合においては、次順位の交渉権者をその契約

の第一交渉権者とすることがある。

契約の第一交渉権者が決定したときは、直ちにその者と交渉し、契約価格が決定

した場合は、その者を契約の相手方とする。ただし、その交渉が不調となり、又は

交渉開始から１０日以内に契約締結に至らなかった場合には、交渉順位に従い他の

交渉権者と交渉を行う。

（５）その他詳細は入札説明書による。


